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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分子をスキンへデリバリ（delivering）又は移動する非治療的方法は以下の：
　プラズマ場をスキンに処置することによって一又は複数の孔をスキンに開け；
　その後、クリーム、パッチ、ジェル、軟膏、エアゾール、又は、液体のうちの１つから
選択され、５００Ｄａ以上の分子量の一又は複数の分子を有する一のキャリアを前記スキ
ンの表面上に塗布し；
　一又は複数の分子を所望の深さの孔にパススルー可能とし；そして
　一又は複数の前記孔を閉口可能とする、方法。
【請求項２】
　前記キャリアは、溶液に溶けている分子、又は懸濁液中の分子を含む請求項１記載の方
法。
【請求項３】
　前記キャリアは、帯電分子を含む請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記一又は複数の分子は分子量１０００Ｄａ以上、又は３０００Ｄａ、又は１００００
Ｄａ以上である請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記一又は複数の分子は保湿性分子を含む請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記一又は複数の分子は化粧用分子を含み、好ましくは前記化粧用分子はフィラーを含
み、そして、より好ましくは前記フィラーはコラーゲンを含む請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記一又は複数の分子は衛生化分子を含む請求項１記載の方法。
【請求項８】
　プラズマが前記スキンの前記表面に処置され、前記キャリアが一又は複数の分子を含み
前記スキンの前記表面に所定の時間塗布処置され、それから、一又は複数の分子が前記第
一のプラズマ処置によって生成された前記孔をパススルー後に、前記スキンの前記表面に
プラズマ処置され、かつ好ましくは、一又は複数の分子を含む前記キャリアの前記塗布処
置と前記第二のプラズマ処置との間の前記時間は、約１秒と約１２０秒の間である請求項
１記載の方法。
【請求項９】
　前記プラズマ場は、前記スキンと約１秒から約１２０秒の間前記スキン接触して連続プ
ラズマを生成するプラズマ生成装置によって生成され、又は、前記プラズマ場は前記プラ
ズマを約２Ｈｚと約２００００Ｈｚとの間のパルス繰り返し周波数でのプラズマジェネレ
ータのセットによって生成される請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記プラズマを生成するプラズマジェネレータの前記パルス継続時間(duration)を約１
μｓと約１０μｓの間、又は、約０．１ナノ秒と約５００ナノ秒の間に設定することをさ
らに含む請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　前記プラズマを生成するプラズマジェネレータの前記使用率を約１０％と約１００％の
間に設定することをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　前記プラズマはプラズマジェネレータによって生成され、前記プラズマジェネレータは
誘電体バリア放電ジェットプラズマジェネレータであるか、又は、
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　前記プラズマはプラズマジェネレータによって生成され、前記プラズマジェネレータは
誘電体バリア放電ジェットプラズマジェネレータであり、そして、ヘリウムガス供給（ｆ
ｅｅｄ）を有するか、又は、
　前記プラズマはプラズマジェネレータによって生成され、前記プラズマジェネレータは
大気を使用してプラズマを生成する誘電体バリア放電ジェットプラズマジェネレータであ
る、請求項１記載の方法。
【請求項１３】
　前記プラズマはプラズマジェネレータによって生成され、前記プラズマジェネレータは
マイクロ秒パルスパワーサプライ又はナノ秒パルスパワーサプライを備え、好ましくは前
記ナノ秒パルスパワーサプライはプラズマを多数の個別パルスでスキンへ処理し、又は、
前記多数の個別パルスは、約１から約１００の間の範囲の個別パルスであってパルス継続
時間が約１ｎｓと約５００ｎｓの間である請求項１記載の方法。
【請求項１４】
　前記一又は複数の分子は平均深さが約３０μｍと約６００μｍ、又は約１２５μｍと約
５００μｍ、又は約２００μｍと約４００μｍ、又は約２００μｍと約１０００μｍの間
の平均深さにドライブされる請求項１記載の方法。
【請求項１５】
　前記スキンへのプラズマ処置に先立つ前記スキンの事前準備をさらに含み、好ましくは
前記事前準備には少なくとも、スキンｐＨ、保湿レベル、温度又は電解質濃度のうちの一
つを変えることから成り、又は、ケミカルスキン浸透エンハンサーを前記スキンへ処置す
ることをさらに含み、オプションとして、前記ケミカルスキン浸透エンハンサーは、ジメ
チルスルホキシド、オレイン酸又はエタノールのうちの一つである請求項１記載の方法。
【請求項１６】
　ナノ粒子をスキン内へデリバリする、又は、移動する非治療的方法であって、以下の：
　　一又は複数の孔をスキンへのプラズマ場処置によって皮膚に開口すること；
　　６００ｎｍ以下のサイズの一又は複数のナノ粒子を前記皮膚の表面に処置すること；
　　前記一又は複数の孔を通じて前記一又は複数のナノ粒子を輸送可能であり、；そして
　　前記一又は複数のナノ粒子が前記一又は複数の孔を通じて所望の深さまでパススルー
可能であり、；そして
　　前記一又は複数の孔がクローズ可能とし、好ましくは前記一又は複数のナノ粒子は、
シルバー、酸化亜鉛、二酸化チタン、シリカ、キトサン又は量子ドットを含み、又は前記
一又は複数のナノ粒子は、一又は複数の分子、ワクチン又はドラッグをカプセル化する構
成を含む方法。
【請求項１７】
　クリーム、パッチ、ジェル、軟膏、エアゾール、又は、液体のうちから選択された一の
キャリアと５００Ｄａ以上の分子量の分子を含む、トリートメントの方法に使用するコン
ポジションであって、前記方法は、前記スキンにプラズマ場を適用することにより、一又
は複数の孔をスキンに開口すること、前記スキンの表面上に前記コンポジションを塗布処
置することを含み、前記一又は複数の分子を前記孔の所望の深さまでパススルー可能とし
前記一又は複数の孔をクローズ可能とする方法に使用するコンポジション。
【請求項１８】
　スキンをサニタイズする方法に使用するサニタイザコンポジションであって、前記方法
は、前記スキンの表面にプラズマ処置して前記スキンに孔を開口すること、前記サニタイ
ザコンポジションを前記スキンの前記表面に塗布処置すること、前記サニタイザコンポジ
ションを前記孔を通し所望の深さまで輸送することを含む方法に使用するサニタイザコン
ポジション。
【請求項１９】
　病気治療方法に使用するドラッグコンポジションであって、前記方法は、前記スキンの
表面にプラズマ処置して前記スキンに孔を開口すること、前記ドラッグコンポジションを
前記スキンの前記表面に塗布処置することを含み、前記ドラッグを前記孔を通し所望の深
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さまで輸送する方法に使用するドラッグコンポジション。
【請求項２０】
　ワクチン接種方法に使用するワクチンコンポジションであって、前記方法は、前記スキ
ンの表面にプラズマ処置して前記スキンに孔を開口すること、前記ワクチンコンポジショ
ンを前記スキンの前記表面に塗布処置すること、前記ワクチンを前記孔を通し所望の深さ
まで輸送することを含む方法に使用するワクチンコンポジション。
【請求項２１】
　アクネトリートメントする方法に使用する抗菌剤コンポジションであって、前記方法は
、スキン上のアクネの一又は複数の箇所にプラズマ処置し、それから、前記抗菌剤コンポ
ジションを前記一又は複数のアクネの箇所に塗布処置することを含む方法に使用する抗菌
剤コンポジション。
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